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く
、
平
均
年
齢
は
五
十
八
歳
、
平

均
入
所
期
間
は
三
十
三
・
五
年
、

移
行
先
は
三
十
二
都
道
府
県
に
わ

た
る
と
い
う
百
人
の
移
行
事
例
の

積
み
重
ね
は
、
関
係
自
治
体
や
移

行
先
の
事
業
所
・
施
設
を
は
じ
め

と
す
る
全
国
の
関
係
者
の
皆
様
か

ら
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
も

の
で
あ
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
百
の
移
行
事
例

は
、
全
国
的
に
地
域
生
活
支
援
の

基
盤
整
備
が
十
分
で
な
い
状
況
の

中
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
粘
り
強
く
、
か
つ
、
果
敢
に

　

本
年
も
の
ぞ
み
の
園
の
円
滑
な

運
営
と
更
な
る
発
展
の
た
め
に
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の

一
〇
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
よ

う
に
、
昨
年
十
一
月
、
地
域
移
行

事
業
に
よ
り
の
ぞ
み
の
園
を
退
所

し
た
利
用
者
数
が
百
人
に
達
し
ま

し
た
。
独
立
行
政
法
人
へ
の
組
織

替
え
を
契
機
に
、
か
つ
て
「
終
の

棲
家
」
を
約
束
し
た
旧
国
立
コ
ロ

ニ
ー
か
ら
一
八
〇
度
方
向
転
換
し

て
地
域
移
行
事
業
に
取
り
組
ん
だ

移
行
後
の
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
を

切
り
拓
こ
う
と
懸
命
に
な
っ
て
い

る
ご
本
人
の
姿
や
ご
家
族
と
の
面

会
の
際
の
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔

を
確
認
す
る
た
び
に
、
ご
本
人
と

ご
家
族
が
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

よ
う
な
移
行
事
例
を
一
刻
も
早

く
、
一
人
で
も
多
く
実
現
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が

募
り
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
地
域
移
行
事

業
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
他
方
、
前
回
の
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
に
掲
載
し
た
よ
う
に
、
の

ぞ
み
の
園
の
入
所
利
用
者
（
十
二

取
り
組
み
、
東
奔
西
走
し
て
き
た

職
員
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
が
結
実

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

是
非
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

地
域
移
行
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
、「
の
ぞ
み
の
園
で
の
生
活

は
安
心
・
安
全
」
と
信
頼
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
ご
家
族
に
対
し

て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
「
入
所
利

用
者
ご
本
人
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
考
え
る
上
で
地
域
生
活
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
大
変
大
切
な

選
択
肢
で
あ
り
、
移
行
し
た
皆
さ

ん
は
新
し
い
生
活
に
満
足
し
て
い

る
」
旨
を
強
調
し
て
き
ま
し
た
。

り
、
ま
た
、
高
齢
化
し
て
も
知
的

障
害
者
支
援
と
い
う
視
点
は
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
、
の
ぞ
み
の
園

で
の
生
活
を
継
続
す
る
入
た
ち
に

つ
い
て
は
、
四
十
年
を
か
け
て

培
っ
て
き
た
知
的
障
害
者
支
援
の

専
門
性
に
高
齢
者
支
援
の
専
門
性

を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
た
支
援
を
提
供
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
一
昨
年
か
ら
高
齢

者
支
援
の
専
門
家
を
招し
ょ
う
へ
い聘
し
、
支

援
の
現
場
に
お
け
る
職
員
指
導
を

お
願
い
し
、
昨
年
か
ら
は
、
全
職

員
を
対
象
に
、
高
齢
者
支
援
の
専

月
一
日
現
在
三
五
一
人
）
の
高
齢

化
と
機
能
低
下
が
着
実
に
進
ん
で

お
り
、
地
域
移
行
が
現
実
的
に
困

難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち

が
一
部
い
る
こ
と
も
否
め
ま
せ

ん
。
六
十
歳
以
上
の
人
は
一
七
八

人
、
五
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の
人

は
一
二
八
人
と
五
十
歳
以
上
の
人

が
八
七
㌫
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
中

に
常
時
医
療
的
配
慮
と
高
度
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人
が
五
十
人
以

上
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

入
所
利
用
者
が
高
齢
化
し
、
高

度
の
介
護
を
要
す
る
場
合
も
、
か

つ
て
国
と
し
て
終
生
保
護
を
約
束

し
て
受
け
入
れ
た
人
た
ち
で
あ

専
門
家
を
自
負
で
き
る
よ
う
な
力

量
を
身
に
つ
け
、
不
断
の
自
己

研け
ん
さ
ん鑽
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
職
員
の
一
層
の
資
質
向

上
の
た
め
、
専
門
家
の
招
聘
、
先

駆
的
施
設
・
事
業
所
へ
の
派
遣
、

研
修
会
の
実
施
等
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
関
係
者

の
皆
様
に
は
こ
れ
ら
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

門
性
を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
も

隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
知
的
障
害
者
の
認
知
症
に
関

す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ー
ル

の
開
発
と
ケ
ア
の
在
り
方
に
関
す

る
研
究
、
知
的
障
害
者
の
摂
食
嚥

下
障
害
に
関
す
る
研
究
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
の
ぞ
み
の
園
は
、
モ

デ
ル
的
な
実
践
や
調
査
研
究
を
通

じ
て
そ
の
時
々
の
障
害
者
政
策
の

課
題
の
解
決
に
寄
与
し
て
い
く
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑か
ん
が

み

れ
ば
、
職
員
各
人
は
、
高
齢
の
知

的
障
害
者
支
援
、
行
動
障
害
が
著

し
い
人
の
支
援
、
罪

を
犯
し
た
知
的
障
害

者
の
地
域
定
着
支
援

な
ど
知
的
障
害
者
の

支
援
全
般
に
わ
た
る

七
年
間
の
実
績
と
し

て
、
様
々
な
評
価
が

あ
り
得
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
は
と
も
か

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

理
事
長　

遠
　
藤
　
　
浩
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れ
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
指

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、
施
設

で
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
で

の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
た
め

の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
二
年
度

は
、
厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合
福

祉
推
進
事
業
と
し
て
施
設
で
受
け

入
れ
た
後
の
支
援
方
法
に
つ
い
て

指
導
的
立
場
と
な
る
職
員
の
研
修

内
容
の
開
発
を
め
ざ
し
て
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
研
究
の
一
環
と
し
て
全
国

　

刑
務
所
・
保
護
観
察
所
等
は
矯

正
・
更
生
保
護
と
し
て
退
所
後
の

社
会
復
帰
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
方
、
矯
正
施
設
を
退

所
し
た
知
的
障
害
者
等
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
う
ま
く
繋
が
る

こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
地

域
で
の
自
立
が
図
れ
ず
、
再
犯
に

至
る
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

国
は
法
務
省
と
厚
生
労
働
省
と

が
連
携
し
、
法
務
省
は
、
地
域
で

の
自
立
を
推
進
す
る
た
め
に
刑
務

所
や
保
護
観
察
所
、
更
生
保
護
施

設
に
社
会
福
祉
士
な
ど
の
担
当
者

を
配
置
し
、
厚
生
労
働
省
は
全
国

に
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
出
所
後
直
ち
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
事
業
を
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
矯
正
施
設
を
退
所
し

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

一
般
社
会
で
の
自
立
を
目
指
す
場

合
に
一
時
的
な
生
活
の
場
と
な
る

「
福
祉
施
設
」
や
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
」
で
は
、
矯
正

施
設
を
退
所
し
た
障
害
者
へ
の
支

援
の
不
安
か
ら
受
け
入
れ
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

当
法
人
で
は
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、
刑
務

所
等
矯
正
施
設
か
ら
直
接
、
有
期

限
で
こ
れ
ま
で
に
八
人
を
受
け
入

の
障
害
福
祉
施
設
へ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
右
図

の
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　

右
図
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、

五
九
㌫
の
施
設
が
受
け
入
れ
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
の
心
強
い
回
答

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今後、矯正施設を退所した知的障害者の入所に関する相談があった場合にどのよう
に対処されますか

入所が困難と考える理由を選んでください。（複数回答）

Ｑ

Ｑ

福祉セミナー２０１１開催せまる�

平成２３年２月２３日～２４日（高崎シティーギャラリー）

福祉サービスを必要とする罪を犯した
知的障害者等の地域生活支援に向けて　Part３
福祉サービスを必要とする罪を犯した
知的障害者等の地域生活支援に向けて　Part３
福祉サービスを必要とする罪を犯した
知的障害者等の地域生活支援に向けて　Part３

テーマ
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＜ お申し込み・お問い合わせ先 ＞
〒 370-0865　群馬県高崎市寺尾町２１２０番地２

独立行政法人 国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 企画研究部 
　　ＦＡＸ．027-320-1368　ＴＥＬ．027-320-1367

　E-mail　okada@nozomi.go.jp
ご質問等につきましては、担当の岡田までお願いします。

　

し
か
し
一
方
で
は
、「
他
利
用

者
等
へ
の
影
響
」
へ
の
不
安
が
一

位
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
し
て
、「
支

援
す
る
専
門
職
の
配
置
が
な
い
」

「
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
い
」
こ

と
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

準
備
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
、
施
設
等
で
の
受
け
入
れ
が
進

ま
な
い
要
因
と
思
わ
れ
、
よ
り
一

層
、
職
員
に
対
す
る
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
成
の
た
め
の
職
員
研
修
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
二
日
目
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
関
心
の
高
か
っ
た
テ
ー
マ

「
知
的
障
害
と
犯
罪
」、「
支
援
と

体
制
」、「
支
援
の
技
術
」
を
選
択

し
て
構
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
演

習
に
替
え
て
、
講
義
内
容
に
つ
い

て
会
場
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
講

師
の
皆
さ
ん
に
壇
上
で
回
答
・
討

論
し
て
い
た
だ
く
形
式
を
取
り
ま

し
た
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
支
援
部
長　

小
野　

隆
一
）

職員研修として必要または特に受講し
てみたいプログラムを選んでくださ
い。（５つ選択）

Ｑ

分　野 内　容 実数 %

事業の意義
日本の犯罪の現状 70 9.1 

福祉施設が支援をする意義 343 44.7 

制　　度

刑事政策について 60 7.8 

更生保護制度について 216 28.1 

障害福祉施策について 98 12.8 

知的障害と
犯　　　罪

知的障害の障害特性 97 12.6 

犯罪に至る要因（環境から
の視点） 309 40.2 

犯罪に至る要因（本人から
の視点） 300 39.1 

知的障害者の犯罪特性 429 55.9 

支援と体制

支援理念の統一の意義と方
法 160 20.8 

チームケアの方法とキー
パーソンの役割 320 41.7 

支援者へのサポート 225 29.3 

個別支援
計　　画

情報の収集と管理 116 15.1 

アセスメント 67 8.7 

個別支援計画の作成 131 17.1 

支援技術 293 38.2 

１．研 修 会　　国立のぞみの園福祉セミナー 2011
２．主　　催　　独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
３．日　　時　　平成 23 年２月 23 日 ( 水 ) ～ 24 日 ( 木 )
４．会　　場　　高崎シティギャラリーコアホール（住所：群馬県高崎
　　　　　　　　市高松町 35-1 電話番号 :027-328-5050）
５．募集人員　   300 人
６．締　  切　　平成 23 年２月５日（土）ただし、定員となり次第締     
　　　　　　　　め切り
７．対 象 者　　知的障害・発達障害の支援に関わる方、地方自治体等
　　　　　　　　の知的障害福祉関係者、法務関係者、知的障害の福祉
　　　　　　　　に関心のある方々
８．後　　援　　厚生労働省、法務省、群馬県、高崎市、朝日新聞前橋
　　　　　　　　総局、毎日新聞前橋支局、読売新聞東京本社前橋支局、
　　　　　　　　上毛新聞社　　　　　　　　　　　　　　( 順不同 )
９．日　　程

◆ 開　催　要　項 ◆

＜第１日目＞　２月 23 日（水）
時　間 プ ロ グ ラ ム 講　　師　　等

12：30～13：00 〈受　　　付〉 高崎シティギャラリー　１階ロビー
13：00～13：20 主催者挨拶 遠藤　浩  （国立のぞみの園理事長）

13：30～15：30

シンポジウム

地域定着支援センター事
業が始まって２年、矯正・
福祉現場はどう変わった
か。

　シンポジスト
増田せつ子氏（静岡刑務所　社会福祉士）
中川　英男氏（滋賀県地域生活定着支援センター　所長）
谷村　慎介氏（いろは法律事務所　所長）
　コーディネーター
脇中　　洋氏（大谷大学　文学部教育・心理学科・社会学科教授）

15：30～15：40 ～　休　憩　～

15：40～18：00 実践報告と課題の検討

　シンポジスト
松本　一美氏（和歌山県地域生活定着支援センター　所長）
大藤恵美子氏（福島県矢吹しらうめ通勤寮　主任）
原田　和明氏（一羊会相談支援センター　所長）
悴田　　徹（国立のぞみの園　生活支援部主任生活支援員）
　コーディネーター
小林　隆裕 （国立のぞみの園　生活支援部寮長）

　 情報交換会 高崎市役所 21 階レストラン
※希望者（講師 ･ 参加者の懇親会）

＜第２日目＞　２月 24 日（木）
時　間 プ ロ グ ラ ム 講　　師　　等

８：30～９：00 〈受　　　付〉 高崎シティギャラリー　１階ロビー

９：00～10：00
講義Ⅰ
知的障害と犯罪（知的障害者
が犯罪に至ってしまう場合の特徴）

大塚　俊弘氏（長崎県こども・女性・障害者
　　　　　　　　　　　支援センター　所長）

10：10～11：10
講義Ⅱ
支援と体制（支援理念の
統一と環境）

水藤　昌彦氏（国立のぞみの園参事、　　　　
　　　　　　　高槻地域生活総合支援センター
　　　　　　　ぷれいす Be　施設長）

11：20～12：20
講義Ⅲ
支援の技術（個別支援計画の
作り方と具体的支援技術）

脇田　康雄氏（大阪府立砂川厚生福祉センター
　　　　　　　自立支援２課つばさ　施設長）

12：20～13：20 ～休　憩～講師への質問受付

13：20～15：20 会場からの質問にお答え
します

　回答者
大塚　俊弘氏（長崎県こども・女性・障害者支援センター　所長）
水藤　昌彦氏（国立のぞみの園参事、高槻地域生活総合支援
　　　　　　　　　　センター　ぷれいす Be　施設長）
脇田　康雄氏（大阪府立砂川厚生福祉センター自立支援２課つばさ　施設長）
　司　会
小野　隆一（国立のぞみの園地域支援部長）

15：20～15：30 閉会の挨拶 篠原　誠一（国立のぞみの園理事）
※プログラム・講師については、変更の可能性があります。ご承知おきください。

10．参 加 費　等
　⑴　セミナー参加費：無料
　⑵　情報交換会参加費：１名４, ０００円
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○
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
中

　

央
セ
ミ
ナ
ー
と
は

　

当
法
人
で
は
、
行
動
援
護
に
従

業
す
る
者
の
質
の
向
上
と
確
保
を

図
る
た
め
に
、
平
成
十
八
年
度
よ

り
厚
生
労
働
省
と
協
議
の
下
に
、

「
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
中

央
セ
ミ
ナ
ー
」（
以
下
「
中
央
セ

ミ
ナ
ー
」）
を
実
施
し
、
①
要
件

緩
和
の
位
置
づ
け
と
②
行
動
援
護

を
実
施
す
る
際
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
資
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
都
道
府
県
単
位
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
行
動
援
護
従
業

者
養
成
研
修
」
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
標
に
、
講
師
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め

の
中
央
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
ま
す
。

　

第
一
回
目
と
な
る
中
央
セ
ミ
ナ

ー
を
群
馬
県
内
で
開
催
し
て
か
ら

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
に
計
十
三
回
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
ま
で
は
当
法
人

の
所
在
地
で
あ
る
群
馬
県
高
崎
市

で
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

行
動
援
護
事
業
の
全
国
的
な
普
及

と
講
師
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

養
成
、
さ
ら
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

つ
な
が
り
を
図
る
た
め
に
、
平
成

二
十
、二
十
一
年
度
に
は
、
北
海

道
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
東
京
都
、

京
都
府
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
及
び

福
岡
県
の
計
八
カ
所
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
二
十
一
年
度
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
養
成
し
て
き
た
都
道

府
県
の
講
師
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
対
象
に
「
行
動
援
護
従
業
者

養
成
研
修
―
都
道
府
県

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
編
―
」
を

開
催
し
、
都
道
府
県
養

成
研
修
会
の
進
め
方
や

講
義
や
演
習
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
研
修

を
行
っ
た
ほ
か
、
各
都

道
府
県
の
実
施
状
況
や

普
及
状
況
等
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
二
十
一
年
度

ま
で
の
四
年
間
で
中
央

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た

従
業
者
数
は
八
八
一
名

と
な
り
ま
し
た
。（
図

１
）

○
本
年
度
開
催
地
決
定

　

に
あ
た
り

　

研
修
を
終
え
る
毎

に
、
行
動
援
護
従
業
者

養
成
研
修
を
実
施
す
る

場
合
の
資
料
の
使
い
方

や
、
講
師
等
の
紹
介
依

頼
に
関
す
る
問
い
合
わ

図１　中央セミナー修了者状況（平成 18 年度～ 21 年度）

図２　行動援護サービスの都道府県別利用状況（平成 22 年 7 月現在）

行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
中
央
セ
ミ
ナ
ー

行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
中
央
セ
ミ
ナ
ー



5 のぞみの園のぞみの園のぞみの園

せ
を
い
た
だ
き
、
各
都
道
府
県
単

位
で
開
催
さ
れ
る
行
動
援
護
従
業

者
養
成
研
修
会
も
年
々
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
一
方
に

お
い
て
は
、
行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
や
中
央
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
者
状
況
に
お
け
る
地
域

格
差
は
い
ま
だ
解
消
さ
れ
ず
、
都

道
府
県
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

の
が
現
状
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
所
が
な
い
ま
た
は
少
な
い
、
支

援
従
業
者
が
い
な
い
ま
た
は
少
な

い
、
代
替
の
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
し

て
い
る
な
ど
が
実
態
と
し
て
あ
が

っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本

年
度
、
中
央
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
地

を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
①
比
較

的
行
動
援
護
の
利
用
状
況
が
低

く
、
②
こ
れ
ま
で
に
中
央
セ
ミ
ナ

ー
へ
の
参
加
が
少
な
い
県
で
、
③

開
催
に
あ
た
り
協
力
の
得
ら
れ
る

県
、
の
三
つ
の
項
目
を
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
度
は
石

川
県
と
兵
庫
県
の
二
カ
所
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　

︿
石
川
県
研
修
﹀
を
開
催

　

石
川
県
研
修
に
つ
い
て
は
、
九

月
二
十
八
日
（
火
）
か
ら
九
月

三
十
日
（
木
）
に
か
け
て
、
い
し

か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
開

催
に
あ
た
り
、石
川
県
庁
を
始
め
、

県
内
お
よ
び
近
県
の
事
業
所
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
た

こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡

大
の
目
的
は
、
二
次
障
害
と
し
て

の
行
動
障
害
を
持
つ
ゆ
え
に
支
援

を
受
け
に
く
い
方
た
ち
に
そ
の
行

動
特
性
を
ふ
ま
え
る
専
門
性
を
高

め
た
支
援
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
よ
り
、
日
常
的
な
支
援
と
し

て
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
全
国
に

整
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

当
法
人
が
主
催
す
る
「
行
動
援

護
従
業
者
養
成
研
修
中
央
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
行
動
援
護
に
お
け
る
基

礎
理
解
、
応
用
編
お
よ
び
演
習
を

三
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成

し
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
行
動

援
護
の
普
及
と
従
業
者
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
本
年
度
最
後
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　

︿
兵
庫
県
研
修
﹀
の
開
催
に
つ

　

い
て

　

本
年
度
二
回
目
は
、
一
月
下
旬

に
兵
庫
県
尼
崎
市
で
開
催
致
し
ま

す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
地
域
に
お
け
る
行
動

援
護
の
定
着
、
発
展
へ
と
広
が
る

よ
う
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
兵
庫
県
研
修
の
詳
細
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
開
催
日

　

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
四
日

　
（
月
）
～
二
十
六
日
（
水
）

２
．
会　

場

　

尼
崎
商
工
会
議
所
会
議
室
７
Ｆ

３
．
主　

催

　

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的

　

障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園

４
．
後　

援

　

厚
生
労
働
省
（
申
請
中
）、
兵

　

庫
県
（
申
請
中
）

５
．
対
象
者

　

都
道
府
県
研
修
の
イ
ン
ス
ト
ラ

　

ク
タ
ー
候
補
者
等

６
．
募
集
人
員
：
八
十
名

７
．
参
加
費

　

一
万
円
（
資
料
代
含
む
）

８
．
申
込
期
間

　

平
成
二
十
三
年
一
月
七
日（
金
）

９
．
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
研
究
部
企
画
研
修
課
養
成

　

研
修
係　

岡
田
・
岩
田

　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

　

０
２
７
―
３
２
０
―
１
３
６
７

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

　

０
２
７
―
３
２
０
―
１
３
６
８

（
企
画
研
究
部
企
画
研
修
課

養
成
研
修
係
長　

岡
田
み
ゆ
き

研
究
課
研
究
係　

村
岡　

美
幸
）

時　間 プ ロ グ ラ ム 講　　師　　等
9：15～9：35 〈 　受　　　付　 〉
9：35～9：45 オリエンテーション

9：45～10：00 開講式・主催者挨拶
　　　・県庁関係者挨拶

遠藤　浩　　［国立のぞみの園　理事長］ 
　　　　　　［兵庫県］

10：00～12：00
「行動援護を理解する」
～制度の成り立ちと支援
　の実際～

講師　中村　隆　氏
　　　［（社福）共栄福祉会ホームヘルパー
　　　　ステーションゆんた　管理者］

12：00～13：00 ～　昼食　～　

13：00～14：50「行動援護の基本 Ⅰ」 講師　藤井　亘　氏
　　　［NPO 法人みらい　事務局長］

15：00～17：00「行動理解の基礎」 講師　松田　裕次郎　氏　
　　［滋賀県社会福祉事業団企画事業部　主査］

時　間 プ ロ グ ラ ム 講　　師　　等
８：50～9：00 〈 　受 　　　付　 〉 　

9：00～12：00
【演　習】
「行動援護の技術 Ⅰ」
～アセスメントの実際～

講師　安井　愛美　氏
　　　［サポートセンターぴっころ　代表］　

12：00～13：00 ～　昼食　～

13：00～17：00
【演　習】
「行動援護の技術 Ⅱ」
～サービス改善プラン～

講師　安井　愛美　氏
　　　［サポートセンターぴっころ　代表］　　

時　間 プ ロ グ ラ ム 講　　師　　等
８：50～9：00 〈 　受 　　　付　 〉

9：00～11：45 【演　習】　事例分析
①～グループ演習～

講師　桑原　綾子　氏　
　　　［NPO 法人ライフサポートここはうす　所長］

11：45～12：45 　　～　昼食　～　

12：45～15：50【演　習】　事例分析
①～グループ演習の発表～

講師　桑原　綾子　氏　　　　　
　　　［NPO 法人ライフサポートここはうす　所長］

15：50～16：40【総　括】
 まとめと復習　ほか

講師　安井　愛美　氏　
　　　［サポートセンターぴっころ　代表］

16：40～16：55 地方研修の進め方　ほか 講師　田中　正博　［国立のぞみの園　参事］

16：55～17：00 閉講式・修了証授与
　　　・閉会挨拶

【 プ　ロ　グ　ラ　ム 】

※ ただし、プログラム・講師については、変更の可能性があります。ご承知おきください。

＜第３日目＞　１月 26 日（水）

＜第１日目＞　１月 24 日（月）

＜第２日目＞　１月 25 日（火）
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知
的
障
害
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、
以
前
は
あ
ま
り
問
題
と
し
て

表
層
化
し
て
こ
な
か
っ
た
認
知
症

に
関
す
る
問
題
が
多
方
面
よ
り
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
知
的
障
害
者
の
認

知
症
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
海
外

で
は
多
く
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
散

見
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
実
態
、

発
見
方
法
、
ケ
ア
の
方
法
等
に
つ

い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
当

法
人
で
は
「
知
的
障
害
者
用

の
認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス

ケ
ー
ル D

em
entia Screening 

Q
uestionnaire for Individuals 

w
ith Intellectual D

isabilities 
(D

SQ
IID

)

の
日
本
語
版
の
開
発
」

の
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。　

　

D
SQ

IID

は
、
二
〇
〇
七
年
に

イ
ギ
リ
ス
のShoum

itro D
eb

教

授
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
知
的

障
害
者
用
認
知
症
判
別
尺
度
で

す
。
一
般
的
に
知
的
障
害
者
の
認

知
症
は
、
知
的
障
害
で
は
な
い
人

の
認
知
症
よ
り
発
見
が
困
難
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、D

SQ
IID

は
こ

れ
ま
で
開
発
さ
れ
て
き
た
知
的
障

害
者
用
の
そ
れ
と
比
べ
て
検
出
力

に
優
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
に
お
け
る
実
用
化
ま

で
に
は
い
く
つ
か
手
続
き
を
踏
む

必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
は

そ
の
手
続
き
の
一
環
と
し
て
「
入

所
施
設
で
生
活
す
る
知
的
障
害
者

の
認
知
症
罹
病
の
実
態
に
関
す
る

調
査
」
を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の

結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

た
。（
入
所
更
生
施
設
在
所
者

八
四
〇
〇
八
人
、
入
所
授
産
施
設

在
所
者
一
二
五
二
二
人
、
総
計

九
六
五
三
〇
人
（
平
成
十
九
年
社

会
福
祉
施
設
等
調
査
報
告
よ
り
））

②
う
ち
知
的
障
害
者
で
認
知
症
罹

　

病
者
数
合
計　
　
　

三
九
七
人

　

こ
の
う
ち
、
医
師
に
何
ら
か
の

方
法
で
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い

る
人
の
総
計
は
三
九
七
人
で
し

た
。
な
お
、
あ
く
ま
で
目
安
と
し

て
の
も
の
で
す
が
、
今
回
の
調
査

に
お
い
て
の
入
所
施
設
で
生
活
す

る
知
的
障
害
者
の
認
知
症
の
罹
病

率
は
〇
・
七
㌫
（
罹
病
者
数
総
計

÷
入
所
者
数
総
計
×
一
〇
〇
）
と

い
う
結
果
で
し
た
。

③
う
ち
知
的
障
害
者
で
認
知
症
の

　

疑
い
が
あ
る
者
合
計

　

一
〇
三
〇
人

　

ま
た
、
医
師
に
認
知
症
の
診
断

は
受
け
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
認

知
症
様
の
周
辺
症
状
（
た
と
え
ば

こ
れ
ま
で
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

夜
間
徘
徊
、
物
と
ら
れ
妄
想
、
異

食
等
が
想
定
さ
れ
ま
す
）
が
出

現
し
て
い
る
人
の
数
の
総
計
は

一
〇
三
〇
人
で
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
簡
易
的
な
調
査

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
知
的
障
害

者
の
認
知
症
罹
病
の
全
国
の
状
況

が
少
し
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
知
的
障
害
者
の
高
齢
化

は
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
認
知
症
に
罹
病

す
る
人
の
割
合
も
よ
り
高
ま
っ
て

く
る
こ
と
は
自
明
で
す
。
し
か
し

一
般
の
認
知
症
罹
病
者
に
開
発
さ

れ
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
診
断

ツ
ー
ル
や
療
法
は
、
元
々
記
名
力

等
に
障
害
が
な
い
こ
と
が
前
提
に

作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
知
的
障
害

で
認
知
症
罹
病
者
に
は
適
さ
な
い

こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
が
高
齢
化
し
、
認

知
症
に
罹
病
し
た
と
し
て
も
質
の

高
い
生
活
を
継
続
し
て
送
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
発
見

ツ
ー
ル
の
開
発
と
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

の
確
立
は
焦
眉
の
急
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
当
法
人
に
お
い
て
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
調
査
、
研
究
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
企
画
研
究
部
研
究
課
主
査

　

木
下　

大
生
）

調
査
期
間
：

　

二
〇
一
〇
年
十
月
一
日
～
十
五

　

日
ま
で

調
査
対
象
：

　

一
四
二
三
施
設
（
全
国
の
知
的

　

障
害
者
入
所
更
生
施
設
、
知
的

　

障
害
者
入
所
授
産
施
設
、
厚
生

　

統
計
協
会
、
平
成
十
九
年
社
会

　

福
祉
施
設
等
調
査
報
告
を
台
帳

　

と
し
て
使
用
）

調
査
方
法
：

　

往
復
は
が
き
に
よ
る
自
記
式
郵

　

送
調
査

回
収
率
：

　

六
六
・
五
㌫
（
回
収
票
数
九
四

　

六
票
）

質
問
項
目
：

　

①
「
入
所
利
用
者
の
合
計
数
」、

　

②
「
医
師
に
認
知
症
と
診
断
さ

　

れ
て
い
る
人
の
数
」、
③
「
認

　

知
症
の
診
断
は
な
い
が
認
知
症

　

様
周
辺
症
状
が
あ
り
認
知
症
の

　

疑
い
が
あ
る
人
の
数
」、
と
し

　

ま
し
た
。

①
入
所
利
用
者
数
合
計

　

五
八
六
六
六
人

　

返
信
が
あ
っ
た
九
五
四
施
設

の
知
的
障
害
者
の
入
所
利
用
者

の
総
計
は
五
八
六
六
六
人
で
し

調
査
の
概
要
お
よ
び
調
査
結
果

知
的
障
害
者
の

認
知
症
罹
病
実
態
の
全
国
調
査

知
的
障
害
者
の

認
知
症
罹
病
実
態
の
全
国
調
査

知
的
障
害
者
の

認
知
症
罹
病
実
態
の
全
国
調
査

知
的
障
害
者
の

認
知
症
罹
病
実
態
の
全
国
調
査
速 報
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☆
『
成
年
後
見
制
度
』
と
は

　

ま
ず
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

簡
単
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
介
護
保
険

制
度
と
と
も
に
平
成
十
二
年
四
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険

制
度
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、

「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」
へ
と
移

行
し
た
た
め
、
そ
の
契
約
行
為
を

補
完
す
る
目
的
で
成
年
後
見
制
度

も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
的
障
害
、
認
知
症
、
精
神
障

害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
々
は
、
自
分
が
所
有
す

る
預
貯
金
や
年
金
、
不
動
産
等
の

財
産
を
管
理
し
た
り
、
身
の
回
り

の
世
話
の
た
め
に
施
設
等
へ
の
入

所
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
を
結
ん
だ
り
、
遺
産
分
割
の
協

議
を
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て

も
、
自
分
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
す

る
の
が
難
し
く
、
自
分
に
不
利
な

契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断
能

力
の
不
十
分
な
方
々
を
保
護
し
、

支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で

す
。

　

成
年
後
見
人
は
そ
の
業
務
と
し

て
、
財
産
管
理
、
身
上
監
護
（
治

療
・
入
院
時
の
契
約
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
契
約
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

契
約
）、
日
常
の
金
銭
管
理
を
行

い
ま
す
。
知
的
障
害
者
の
分
野
に

お
い
て
も
、
平
成
十
五
年
四
月
よ

り
『
支
援
費
制
度
』
の
施
行
と
と

も
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
「
措

置
」
か
ら
「
契
約
」
へ
と
移
行
し

た
た
め
、
そ
の
契
約
行
為
補
完
の

た
め
の
成
年
後
見
制
度
が
広
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
後
見
制
度
」
に
は
法
定
後
見

制
度
、
任
意
後
見
制
度
が
あ
り
ま

す
。
紙
面
の
都
合
上
詳
細
は
省
き

ま
す
が
、「
国
立
の
ぞ
み
の
園
」

の
後
見
制
度
利
用
者
の
場
合
は
、

成
年
後
見
人
に
親
族
を
た
て
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
親
族
が
見
つ

か
ら
な
い
等
で
親
族
後
見
人
を
立

て
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
お
よ

び
、
家
族
等
の
状
況
に
よ
り
そ
の

後
見
人
を
第
三
者
（
弁
護
士
・
司

法
書
士
等
）
に
依
頼
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
本
人
の
利
益

を
考
え
な
が
ら
、
本
人
の
代
理
と

し
て
本
人
の
保
護
・
支
援
を
行
う

の
が
成
年
後
見
人
で
す
。

☆
「
国
立
の
ぞ
み
の
園
」
に
お
け

　

る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況

　

に
つ
い
て

　

次
に
「
国
立
の
ぞ
み
の
園
」
の

成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
「
国
立
の
ぞ
み
の
園
」
入
所
利

用
者
の
こ
の
制
度
の
利
用
状
況
で

す
が
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
制

度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
現
在
（
平

成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
）
ま
で

に
九
十
七
人
（
こ
の
中
に
は
地
域

移
行
し
た
人
や
死
亡
退
所
し
た
人

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
の
方
が
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
に
五
人
の
方
が
手
続

き
を
行
っ
た
の
を
始
め
と
し
て
確

実
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
で
示
し
た
よ
う
に
、

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
現
在

で
、
入
所
利
用
者
三
五
四
人
中
、

約
三
割
（
七
五
人
）
の
方
が
成
年

後
見
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
手
続
き
を
申
請
中

の
方
も
三
人
お
り
、
後
見
制
度
の

こ
と
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
の
保

護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
届
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
後
見
制
度
利
用
の
主

な
理
由
と
し
て
、
①
保
護
者
の
高

齢
化
ま
た
は
死
亡
に
よ
る
。
②
利

用
者
の
高
齢
化
に
伴
う
親
族
亡
失

に
よ
る
（
こ
の
場
合
は
、
援
護
の

実
施
市
区
町
村
長
ま
た
は
住
所
地

で
あ
る
高
崎
市
長
の
申
し
立
て
）

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地

域
移
行
対
象
利
用
者
に
つ
い
て

も
、の
ぞ
み
の
園
と
の
契
約
解
除
、

新
た
な
移
行
先
で
の
利
用
契
約
が

必
要
と
な
る
の
で
、
親
族
が
い
な

い
、
ま
た
は
親
族
と
連
絡
が
つ
か

な
い
利
用
者
に
つ
き
ま
し
て
は
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
の
ぞ
み
の
園
で

は
利
用
者
の
財
産
保
護
、
権
利
擁

護
の
観
点
か
ら
成
年
後
見
制
度
の

利
用
申
し
立
て
及
び
手
続
き
等
の

お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
成
年
後
見
制
度
の
手
続

き
等
で
ご
不
明
な
点
、
ご
質
問
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
「
国

立
の
ぞ
み
の
園
」
援
助
調
整
係
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
―
３
２
０
―

１
４
６
０
［
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
］）

（
事
業
調
整
部
サ
ー
ビ
ス
調
整
室

援
助
調
整
係
長　

林　
　

教
行
）

図　国立のぞみ園の利用者における成年後見制度
　　　利用者の人数及び割合（平成22年11月1日現在）

国
立
の
ぞ
み
の
園

に
お
け
る

に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度

年 　 度 後 見 制 度
利　 用　 者

現　 在　 の
入所利用者

 Ｈ．12 5 5
13 5 3
14 9 8
15 22 18
16 5 4
17 7 5
18 12 7
19 7 7
20 8 3
21 12 10
22 5 5

　合計　  ９７人※ ７５人

表　年度別成年後見制度利用者
　　　　　　　（平成22年11月１日現在）

※地域移行者・死亡退所者を含む。
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精神科病院に社会的入院をしていた
知的障害者の受け入れと支援の実際①
精神科病院に社会的入院をしていた
知的障害者の受け入れと支援の実際①
精神科病院に社会的入院をしていた
知的障害者の受け入れと支援の実際①
精神科病院に社会的入院をしていた
知的障害者の受け入れと支援の実際①

　

第
一
次
寮
再
編
成
で
新
設
さ
れ

た
、
特
別
支
援
グ
ル
ー
プ
「
あ
じ

さ
い
寮
」
は
、
自
閉
症
等
に
よ
る

行
動
障
害
等
を
有
し
て
い
る
た
め

に
日
中
活
動
や
生
活
上
の
支
援

が
著
し
く
困
難
な
利
用
者
を
対

象
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
第
二
期
中
期
計
画
に
掲
げ
ら

れ
た
「
行
動
障
害
等
を
有
す
る
な

ど
著
し
く
支
援
が
困
難
な
者
に
対

し
て
、
自
立
し
た
生
活
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
診
療
所
機
能
を
有
効

に
活
用
し
福
祉
と
医
療
の
連
携
に

よ
る
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
」
と
し
た
目
標
に
沿
っ
た
サ

ー
ビ
ス
モ
デ
ル
等
を
構
築
す
る
た

め
、
平
成
二
十
二
年
三
月
よ
り
、

激
し
い
粗
暴
行
為
や
施
設
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
パ
ニ
ッ
ク
等
の
強

度
行
動
障
害
に
よ
り
、
精
神
科
病

院
に
長
期
に
社
会
的
入
院
を
し
て

い
た
知
的
障
害
者
Ａ
さ
ん
の
有
期

限
（
最
長
で
三
年
間
）
に
よ
る
受

け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
。

　

広
汎
性
発
達
障
害
の
診
断
を
受

け
て
い
る
Ａ
さ
ん
を
受
け
入
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
前
施
設
で
の
数
年

間
に
わ
た
る
個
別
支
援
計
画
書
・

ま
と
め
等
の
資
料
を
収
集
し
、
入

院
し
て
い
た
精
神
科
病
院
を
訪
問

す
る
と
と
も
に
、
後
日
、
あ
じ
さ

い
寮
で
作
成
し
た
特
性
シ
ー
ト

（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
表
）
を
送
付
し
、

記
入
後
の
集
約
を
も
っ
て
、
大
ま

か
な
全
体
像
を
つ
か
み
、
そ
こ
か

ら
得
た
情
報
（
本
人
の
得
意
と
す

る
も
の
・
苦
手
と
す
る
も
の
）
を

活
か
し
た
支
援
の
組
立（
構
造
化
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
提
示
の
方
法
・
支

援
方
針
と
環
境
作
り
）
を
行
い
ま

し
た
。
入
所
当
時
の
Ａ
さ
ん
は
、

す
べ
て
の
面
で
職
員
へ
の
依
存
度

が
高
く
、
表
情
も
暗
く
不
安
な
様

子
が
見
ら
れ
、
そ
の
不
安
が
他
者

へ
の
粗
暴
行
為
や
物
品
の
破
損
行

為
の
誘
引
と
な
る
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
へ
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

を
「
見
通
し
が
立
つ
生
活
」
と
し

て
、
場
面
ご
と
に
感
じ
る
不
安
感

を
減
ら
す
こ
と
で
生
活
の
安
定

に
繋
が
る
支
援
を
心
掛
け
ま
し

た
。「
本
人
に
わ
か
り
や
す
い
提

示
方
法
」、「
困
っ
て
い
る
こ
と
は

何
か
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
文

字
に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
提
示
や

強
化
子(

活
動
の
動
機
付
け
と
な

る
物
や
報
酬)

の
導
入
、
指
示
書

の
活
用
な
ど
を
場
面
に
合
わ
せ
て

導
入
し
、
職
員
す
べ
て
が
統
一
し

た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
当
診
療
所
の
精
神
科
医
師
や

臨
床
心
理
科
職
員
と
連
携
し
、
各

分
野
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
の
原
因
追
及

と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
、
ケ
ー

ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
重
ね
る
こ

と
で
、
障
害
特
性
や
行
動
特
性
の

理
解
が
進
み
、
望
ま
れ
る
支
援
が

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

入
所
し
て
九
か
月
が
経
過
す
る

今
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
提
示
や
構
造

化
が
本
人
に
安
心
感
を
も
た
ら
し

た
結
果
と
し
て
、
あ
じ
さ
い
寮
で

の
生
活
も
安
定
し
、
同
室
の
利
用

者
に
も
慣
れ
、
デ
イ
ル
ー
ム
で
過

ご
す
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
通
い
始
め
は
座
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
作
業
棟
へ
の
往
復
も
、
他

の
利
用
者
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
待

つ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
仲
間
意

識
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
レ

ン
タ
ル
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ケ
ー
ス
の
シ

ー
ル
剥
し
作
業
も
、
本
人
の
希
望

し
て
い
る
雑
誌
の
購
入
を
強
化

子
（
仕
事
の
報
酬
）
と
す
る
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内
の

売
店
や
食
堂
に
も
買
い
物
や
食
事

に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
確
実
に
生
活
の
幅
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
の
特
性
を
十

分
理
解
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

今
後
も
受
け
入
れ
当
時
に
掲
げ

た
「
生
活
の
安
定
」
と
い
う
目
標

に
向
か
い
、
日
々
の
支
援
の
中
か

ら
得
ら
れ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
収
集
を
通
じ

て
、
Ａ
さ
ん
の
特
性
理
解
を
さ
ら

に
深
め
、
自
立
課
題
や
日
中
活
動

あ
る
い
は
行
事
や
外
出
等
を
と
お

し
て
成
功
体
験
を
積
め
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
く
事
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
Ａ
さ

ん
と
支
援
員
と
の
信
頼
関
係
を
重

視
し
、
医
師
や
臨
床
心
理
士
等
を

交
え
た
支
援
者
間
で
の
情
報
の
共

有
化
を
図
り
な
が
ら
、「
Ａ
さ
ん

の
た
め
に
な
る
支
援
は
何
か
」、

「
生
活
の
充
実
に
必
要
な
ス
キ
ル

は
何
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い

掛
け
を
常
に
持
ち
、
早
期
の
地
域

移
行
に
向
け
た
統
一
し
た
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
生
活
支
援
部
第
一
課

　

あ
じ
さ
い
寮
生
活
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　

鹿
島　

崇
弘
）
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
導
入
に

よ
り
、
施
設
で
の
日
中
活
動
サ
ー

ビ
ス
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
入

浴
、
排
泄
、
食
事
の
介
護
等
）
と

訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
（
自
立
し
た
日

常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
、
就
労

等
の
訓
練
等
）
に
分
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
の

中
に
は
、
一
般
企
業
等
へ
の
就
労

を
希
望
す
る
利
用
者
に
対
し
て
、

一
定
期
間
、
就
労
に
必
要
な
知
識

お
よ
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必

要
な
訓
練
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
就
労
移
行
支
援
事
業
が
あ
り

ま
す
。

　

当
法
人
は
、
平
成
二
十
年
十
月

よ
り
就
労
移
行
支
援
事
業
を
開
始

し
、
こ
の
間
三
人
の
利
用
者
の
就

労
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

三
人
の
就
労
先
は
、
福
祉
施
設
で

の
清
掃
員
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
当
法
人
が
委
託
し
て
い
る

給
食
関
連
会
社
で
す
。
そ
の
中
に

は
、
当
法
人
が
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
行
っ
て
い
る
「
矯
正
施
設

等
を
退
所
し
た
者
」
二
人
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
就
労
移
行
支
援
事

業
の
取
り
組
み
①
」
と
し
て
、
当

法
人
が
行
っ
て
い
る
就
労
に
向
け

て
の
訓
練
等
の
取
り
組
み
の
様
子

に
つ
い
て
記
し
て
い
き
ま
す
。

　

就
労
に
向
け
て
の
訓
練
等
の
取

り
組
み
の
一
つ
は
、
施
設
内
・
外

の
作
業
訓
練
の
場
を
活
用
し
、
職

業
準
備
性
（
就
労
準
備
性
）
を
高

め
て
い
く
こ
と
で
す
。
最
も
大
事

な
こ
と
は
作
業
手
順
や
技
能
を
覚

え
る
こ
と
で
は
な
く
、
就
労
に
向

け
た
作
業
能
力
や
態
度
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

当
法
人
の
就
労
移
行
支
援
事
業

を
利
用
す
る
利
用
者
は
、
最
初
の

一
～
三
か
月
間
は
、
施
設
内
訓
練

と
し
て
施
設
内
で
栽
培
を
行
っ
て

い
る
「
し
い
た
け
」
の
菌
床
の
移

動
や
散
水
等
の
軽
微
な
作
業
を
行

い
、
徐
々
に
収
穫
や
選
別
と
い
っ

た
判
断
を
必
要
と
す
る
作
業
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
作
業
訓
練

の
実
施
に
当
っ
て
は
、
な
る
べ
く

作
業
環
境
を
企
業
内
で
働
い
て
い

る
よ
う
に
場
面
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
業
工
程
を
と
お
し
て
、
本

人
の
適
正
を
把
握
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
か
月
ご
と

に
行
わ
れ
る
個
別
支
援
計
画
の
評

価
を
実
施
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

施
設
外
訓
練
と
し
て
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
清
掃
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

会
社
の
タ
オ
ル
畳
み
作
業
、
一
般

農
家
で
夏
季
限
定
の
野
菜
の
袋
詰

め
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要
な
基
礎
体
力
作
り
や
学
習
を
、

毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
実
施
し
て

い
ま
す
。訓
練
の
内
容
と
し
て
は
、

広
大
な
敷
地
を
利
用
し
、
早
足
で

四
㌔
㍍
の
歩
行
活
動
を
行
い
、
第

一
週
目
は
体
を
動
か
す
（
ス
ポ
ー

ツ
等
）
訓
練
、第
二
週
目
は
挨
拶
・

マ
ナ
ー
訓
練
、
第
三
週
目
は
履
歴

書
の
書
き
方
・
電
卓
の
使
い
方
訓

練
、
第
四
週
目
は
会
社
見
学
、
第

五
週
目
が
あ
る
と
き
に
は
調
理
実

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
々

の
朝
礼
も
訓
練
の
一
環
と
し
て
、

朝
礼
時
の
進
行
役
を
利
用
者
（
当

番
制
）
に
行
わ
せ
て
、
人
前
で
話

す
訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、
実
習

先
の
相
談
や
実
習
前
で
不
安
が
高

ま
っ
て
い
る
利
用
者
に
対
し
て

は
、
個
別
相
談
の
時
間
を
設
け
、

精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
就
労
は
、
様
々
な
困

難
が
伴
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

特
性
を
理
解
し
、
本
人
の
特
性
に

応
じ
た
職
種
を
探
す
こ
と
が
一
番

望
ま
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
限
ら
れ
た
社
会
資
源
を

有
効
に
活
用
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
当
法
人
と
し
て
も
、
地
元
の

企
業
や
委
託
先
企
業
に
働
き
か

け
、
一
般
就
労
へ
の
道
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

（
就
労
支
援
部
就
労
支
援
課
就
労

　

移
行
係
長　
　

斎
藤　

博
文
）

　

施
設
外
訓
練
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、
働
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
利
用
者
の
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
作
業
を
通
し
て
働
く
こ
と
の

意
味
に
つ
い
て
経
験
し
、
具
体
的

に
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
作
業
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、適
性
や
課
題
の
把
握
が
で
き
、

ま
た
、
作
業
能
力
等
が
向
上
す
る

こ
と
に
伴
い
、
自
分
に
も
で
き
る

と
い
う
自
信
に
つ
な
が
り
、「
実

習
を
や
っ
て
み
た
い
、
働
い
て
み

た
い
」
と
い
う
就
労
意
欲
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
施
設
外
訓
練
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
内
容
に

応
じ
て
、
理
解
度
・
ス
ピ
ー
ド
・

正
確
性
等
に
つ
い
て
、
三
か
月
ご

と
に
個
別
支
援
計
画
の
評
価
を
実

施
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
ち
ゃ
れ
ん
じ
活
動
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
就
労
に
向
け
て
の

社
会
生
活
技
能
訓
練
と
し
て
、
社

会
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め
に
必

クリーニング会社での作業体験の様子

　　作業を行う前の朝礼の様子 就
労
移
行
支
援
事
業
の
取
り
組
み
①

一
般
就
労
に
向
け
て
の
訓
練
等
の
様
子
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○
国
立
の
ぞ
み
の
園
の
地
域
移
行 

　

者
数

　

国
立
の
ぞ
み
の
園
は
、
平
成

十
五
年
十
月
か
ら
新
た
に
独
立
行

政
法
人
と
し
て
、
地
域
移
行
支
援

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
第
二
期
中

期
目
標
と
し
て
、
入
所
利
用
者
数

に
つ
い
て
独
立
行
政
法
人
移
行
時

（
平
成
十
五
年
十
月
：
在
籍
者
数

四
百
九
十
九
名
）
と
比
較
し
て
三

割
縮
減
す
る
こ
と
と
い
う
具
体
的

な
数
字
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
十
六
年
八
月
の
最
初
の
地
域

移
行
者
か
ら
数
え
、
一
人
ひ
と
り

の
丁
寧
な
取
り
組
み
の
結
果
、
平

成
二
十
二
年
十
一
月
に
地
域
移
行

者
が
百
名
に
達
し
ま
し
た
。

○
地
域
移
行
者
の
概
要

　

旧
法
人
の
国
立
コ
ロ
ニ
ー
設
立

の
経
緯
か
ら
、
国
立
の
ぞ
み
の
園

の
利
用
者
の
出
身
地
は
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
規
模
に
わ

た
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
百
名
の
地
域

移
行
者
の
移
行
先
の
都
道
府
県
も

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
三
十
二
都

道
府
県
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

百
名
の
地
域
移
行
者
の
平
均
年

齢
は
、
五
十
八
歳
（
二
十
二
歳
か

ら
七
十
七
歳
）、
平
均
在
籍
年
数

は
三
十
三
年
六
カ
月
と
な
り
ま

図１　地域移行者数
す
。
障
害
程
度
区
分
も
区
分
五
、

区
分
六
が
五
〇
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
。

○
地
域
移
行
先
の
概
要

　

百
名
の
地
域
移
行
先
と
し
て

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ

ー
ム
へ
三
十
四
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
へ
の
移
行
を

前
提
と
し
て
の
障
害
者
支
援
施
設

へ
十
四
名
（
四
名
が
ケ
ア
ホ
ー
ム

へ
移
行
）、
出
身
地
の
障
害
者
及

び
高
齢
者
施
設
へ
四
十
三
名
、
通

勤
寮
一
名
、
在
宅
へ
八
名
（
単
身

世
帯
二
名
を
含
む
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
立
の
ぞ
み
の
園
の
地
域
移
行

は
、
移
行
先
で
の
地
域
移
行
支
援

を
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
施

設
へ
の
移
行
も
含
む
も
の
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
受
け
入

れ
事
業
所
に
お
い
て
、
一
旦
施
設

に
入
所
さ
せ
、
本
人
の
特
性
お
よ

び
人
と
な
り
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

う
え
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

ホ
ー
ム
へ
移
行
さ
せ
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
る
こ
と
。
ケ
ア
ホ
ー
ム

で
の
生
活
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

出
身
地
の
施
設
で
生
活
す
る
こ
と

で
、
高
齢
と
な
り
疎
遠
が
ち
と
な

っ
た
家
族
と
接
す
る
機
会
を
増
や

す
こ
と
。
障
害
の
重
度
化
、
高
齢

化
に
よ
り
知
的
障
害
施
設
の
支
援

よ
り
、
介
護
保
険
施
設
や
身
体
障

害
者
療
護
施
設
お
よ
び
重
症
心
身

障
害
者
施
設
の
方
が
よ
り
専
門
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
得
や
す
く
利
用
者

本
人
が
安
心
で
き
る
生
活
が
送
れ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

○
地
域
移
行
の
た
め
の
協
議
・
調

　

整
と
地
域
移
行
後
の
定
着
支
援

　

国
立
の
ぞ
み
の
園
で
の
地
域
移

行
に
向
け
た
総
合
的
な
支
援
に
お

い
て
、
保
護
者
・
家
族
の
同
意
を

得
る
こ
と
と
並
び
に
全
国
規
模
に

わ
た
る
地
域
移
行
先
の
確
保
と
い

う
と
こ
ろ
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

国
立
の
ぞ
み
の
園
地
域
支
援
部

地
域
移
行
課
地
域
移
行
係
で
は
、

地
域
移
行
先
の
事
業
所
の
確
保
に

つ
い
て
、
各
都
道
府
県
、
市
町
村
、

先
駆
的
事
業
所
へ
の
協
力
要
請
、

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
つ
つ
候
補

事
業
所
の
訪
問
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
訪
問
結
果
に
よ
り
、

地
域
移
行
の
た
め
の
協
議
・
調
整

を
行
政
、
家
庭
や
候
補
事
業
所
と

行
い
、
協
議
・
調
整
が
整
っ
た
時

点
に
お
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
利

用
者
の
候
補
事
業
所
見
学
か
ら
体

験
利
用
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

利
用
者
・
保
護
者
の
最
終
的
な
同

意
と
移
行
先
事
業
所
の
受
け
入
れ

準
備
が
合
致
し
た
と
こ
ろ
で
諸
手

続
き
を
経
て
地
域
移
行
に
至
り
ま

す
。
地
域
移
行
後
に
お
い
て
は
、

地
域
移
行
先
へ
の
定
着
支
援
と
し

て
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏

ま
え
て
、
百
名
の
地
域
移
行
者
を

数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
域
移
行
係
に
お
い
て

は
、
ひ
と
つ
の
移
行
事
例
に
お
い

て
、
訪
問
・
調
整
、
利
用
者
の
事

業
所
見
学
、
体
験
利
用
、
移
行
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
に
四
～
五
回
程
度

現
地
に
足
を
運
ぶ
必
要
が
生
じ
ま

す
。

　

仮
に
、
百
名
の
地
域
移
行
に
移

行
先
の
県
庁
所
在
地
と
高
崎
の
間

を
五
往
復
し
た
と
し
て
、
移
動
距

離
は
お
よ
そ
三
七
万
五
千
㌔
㍍
に

な
り
ま
す
。
地
球
か
ら
月
ま
で
の

約
三
八
万
㌔
㍍
に
相
当
し
ま
す
。

ま
さ
に
高
崎
か
ら
故
郷
に
向
け

て
、
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
の
取

地
域
移
行
者
100
名
に
達
す
る

地
域
移
行
者
100
名
に
達
す
る

地
域
移
行
者
100
名
に
達
す
る

地
域
移
行
者
100
名
に
達
す
る

図２　地域移行者　地域移行先都道府県

図３　地域移行先内訳

り
組
み
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
の
ぞ
み
の
園
の
利
用

者
に
つ
い
て
、
高
齢
で
、
医
療

的
配
慮
な
ら
び
に
高
度
な
介
護

を
常
時
必
要
と
す
る
人
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
利

用
者
本
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

地
域
移
行
の
実
現
に
向
け
て
丁

寧
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
支
援
部
地
域
移
行
課
長

　
　
　
　

根
岸　
　

隆
）
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診
療
所
は
、
入
所
利
用
者
の
外

来
受
診
（
内
科
、
精
神
科
、
整
形

外
科
、
皮
膚
科
、
歯
科
）
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
入
所
利
用
者
の
症
状
に
応

じ
て
入
院
治
療
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
当
診
療
所
は
、
十
三
床
の
入

院
病
床
を
有
し
て
お
り
、
施
設
外

医
療
機
関
で
の
手
術
後
の
治
療
、

疾
病
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
や

が
ん
の
治
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
ほ
か
、
施
設
内
診
療
所
の

機
能
を
生
か
し
、
利
用
者
の
居
住

す
る
ス
ペ
ー
ス
へ
の
訪
問
看
護
等

を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
早
期
診
断
、
治
療
を

行
え
る
よ
う
、各
種
精
密
検
査（
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
内
視
鏡
（
主
に
消
化
管
）、

嚥
下
造
影
（
Ｖ
Ｆ
）、
嚥
下
内
視

鏡
（
Ｖ
Ｅ
））
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
利
用
者
の
高
齢
化

が
進
む
に
つ
れ
、
身
体
機
能
の
低

下
に
伴
い
様
々
な
障
害
を
重
複
し

ま
す
。
特
に
日
常
自
立
動
作
の
不

安
定
（
食
事
・
排
泄
・
更
衣
の
困

難
）、
歩
行
障
害
、
姿
勢
保
持
障

害
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
、
褥
瘡
・

が
ん
の
発
生
な
ど
が
増
加
し
つ
つ

あ
り
、
医
療
支
援
は
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
所
に
併
設
す
る
機
能
訓
練

科
で
は
知
的
障
害
児
者
に
特
化
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
お
り
、
利
用
者
が
生
活
し
て

い
く
上
で
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

る
運
動
機
能
や
日
常
生
活
上
の
障

害
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理

念
に
基
づ
い
た
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
訓
練
は
医
師
か
ら
の
処
方

に
よ
り
、
理
学
療
法
士
が
身
体
状

況
を
評
価
し
、
作
成
し
た
個
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。ま
た
、機
能
訓
練
科
で
は
地

域
の
知
的
障
害
児
者
に
対
し
て
リ

ハ
ビ
リ
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
多
く

の
専
門
職
に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
り
、
医
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、
臨
床
心
理
士
、
生

活
支
援
職
員
、
義
肢
装
具
士
な
ど

の
各
専
門
職
と
連
携
し
、
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

当
法
人
の
利
用
者
の
重
複
障
害

に
対
し
て
、
車
い
す
や
補
装
具
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
個
別

に
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
援
助
相
談
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
人
に
合
っ
た

座
位
姿
勢
を
保
持
す
る
こ
と
で
、

臀
部
・
腰
部
の
痛
み
の
緩
和
、
褥

瘡
の
予
防
と
改
善
、
不
良
姿
勢
か

ら
生
じ
る
誤
嚥
の
予
防
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
子
ど
も
の
知
的
障
害
・

発
達
障
害
の
医
療
支
援
は
、
当
診

療
所
の
大
き
な
特
色
で
す
。
現
在

は
就
学
前
～
小
中
学
生
の
児
童
が

主
な
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
精
神

科
医
師
と
臨
床
心
理
科
ス
タ
ッ
フ

が
中
心
と
な
り
広
汎
性
発
達
障

害
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
学
習
障
害
な
ど

医
学
的
診
断
と
そ
の
対
応
、
療
育

的
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ら
に

学
校
や
児
童
相
談
所
と
連
携
し
た

総
合
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
児

童
自
立
支
援
施
設
か
ら
の
紹
介
受

診
も
増
え
て
き
て
お
り
、
当
診
療

所
が
県
内
に
お
け
る
こ
ど
も
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
中
心
拠
点

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
診
療
所
の
臨
床
心
理
科
で
は

三
人
の
臨
床
心
理
士
が
、
当
法
人

や
地
域
で
生
活
し
て
い
る
知
的
障

害
や
発
達
障
害
を
も
っ
た
方
た
ち

に
心
理
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
理
相
談
、心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

心
理
療
法
が
支
援
の
柱
で
す
。
障

害
を
も
っ
た
方
た
ち
が
抱
え
る

様
々
な
困
難
や
問
題
に
つ
い
て
、

保
護
者
、
支
援
者
等
か
ら
相
談
を

受
け
、
問
題
の
経
緯
や
状
態
、
本

人
の
特
性
等
を
心
理
検
査
等
で
ア

セ
ス
メ
ン
ト
し
、
個
別
支
援
に
つ

な
げ
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

応
用
行
動
分
析
、
箱
庭
療
法
等
を

行
い
、
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
を
取
入
れ

た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
も

活
用
し
、
日
常
生
活
の
困
難
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
知
的
障

害
や
発
達
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
社
会
生
活
を
円

滑
に
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
自

立
を
目
指
し
た
療
育
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
を
も
つ
子
の
保
護

者
を
対
象
に
家
族
心
理
教
育
の
グ

ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
月
一
回

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
形
で
児
童
期

と
思
春
期
の
二
グ
ル
ー
プ
で
実
施

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
よ

り
得
ら
れ
た
ス
キ
ル
や
対
処
を
相

互
に
学
び
、
子
育
て
に
対
す
る
不

安
を
共
有
す
る
こ
と
で
孤
立
感
を

軽
減
し
「
人
と
繋
が
っ
て
い
る
」

感
覚
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。（
診
療
所
長　

有
賀
道
生
）

機能訓練・身体リハビリテーション

摂食・嚥下リハビリテーション

家族心理教育

診療所の業務内容について紹介

地域の中での診療所の在り方と
　　　　　　　　　施設の診療所として
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